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１ 家庭科における問題解決的な学習 

 

 中学校技術・家庭科家庭分野，高等学校 

家庭科における問題解決的な能力の育成に 

ついては，学習指導要領において次のよう 

に明確に示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

  このことから，学習したことが，実際の 

 生活の場で生きて働く力となることが必要 

 である。そのためには，まず，教科の特徴 

 である実践的・体験的な学習活動を通して， 

 基礎的・基本的な知識及び技術を習得させ 

 る。次に，習得したことを生かして各自の 

 家庭生活や地域の生活と結び付けて生活上 

の課題を発見し，解決法を考え，計画を立 

 

 

 
 

て，実践できるような能力を育成すること 

 が求められる。したがって，学習したこと 

 を生活と関わらせて課題を把握させたり， 

 課題解決を目指して工夫させたりする学習 

 指導が重要となる。 

 
２ 「判断基準」の設定 

 

  問題解決的な学習における目標達成の度 

 合いは，主に「思考・判断・表現」に相当 

 する観点で評価することから，当センター 

 が研究を進めてきた「判断基準」の活用が 

 効果的であると考える。「判断基準」は，思 

 考力・判断力・表現力の育成を確かなもの 

 とするために，評価規準に基づき設定する 

 ものである。関連する主な用語について， 

 次ページにまとめる。 

  評価規準を基に「判断基準」を設定する 

 ことで，教師は身に付けさせたい力やその 

結果として表現される状況を明確にもつこ 

ができる。また，「判断の要素」を活用し， 

授業のどの場面で，何を使って，どのよう 
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家庭科における問題解決的な学習の充実 

－「判断基準」の活用を通して－ 

【中学校技術・家庭科 家庭分野の目標】 
 衣食住などに関する実践的・体験的な学習活動を通

して，生活の自立に必要な基礎的・基本的な知識及び

技術を習得するとともに，家庭の機能について理解を

深め，これからの生活を展望して，課題をもって生活

をよりよくしようとする能力と態度を育てる。 
【高等学校の目標】 
 人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的にと

らえ，家族・家庭の意義，家族・家庭と社会とのかかわ

りについて理解させるとともに，生活に必要な知識と

技術を習得させ，男女が協力して主体的に家庭や地域

の生活を創造する能力と実践的な態度を育てる。 
                   （下線は筆者による） 

幼稚園 小学校 

高等学校 

対象 

校種 

中学校 

特別支援学校 

問題解決的な学習の充実は，家庭科，技術・家庭科においてより一層重視されており，思考力・

判断力・表現力等の育成と関わりが深い。そこで，当センターが研究を進めてきた「判断基準」

を活用した授業づくりについて紹介する。 
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に評価を行うかなど，より具体的に授業を 

構想していくことも可能となる。生徒の思 

考・判断の結果として表現される「予想さ 

れる表現例」を想定し，それぞれの特徴を 

まとめておくことは，「Ａ状況」（十分満足 

できる状況），「Ｂ状況」（おおむね満足でき 

る状況）あるいは「Ｃ状況」（努力を要する 

状況）と判断する際の基準が明確になり， 

評価の信頼性を高めることにもつながる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 指導の実際 
 

次の実践例は，鹿児島市立吉田南中学校 

の柿元慶子教諭の取組を基に作成したもの 

である。 

(1)  主題名及びねらい 

ア 本時の主題 

    幼児と遊ぶおもちゃづくりをしよう 

  イ 本時のねらい 

    幼児の心身の発達に応じた遊び道具 

や遊び方について考え，工夫させる。 

 (2) 「判断基準」の導き方 

評価規準を基にした，「判断基準」の 

  導き方を図１に示す。 

 
 

(3)  「判断基準」に基づく教材・教具の工 

夫 

「判断基準」を設定することにより， 

教師はより効果的な教材・教具の準備が 

可能となる。図２は判断基準Ｂを基に， 

「予想される表現例」として教師が製作 

した遊び道具である。中学校学習指導要 

領解説技術・家庭編に「自然の素材や身 

の回りのものも遊び道具になること」と 

あることから，本時では共通の材料とし 

て，牛乳パックを用いた。また，共通の 

【「判断の要素」】 

 「思考・判断・表現」の評価規準を分析し，目標達

成の度合いを判断するための要素を示したもの 

【「判断基準」】 

児童生徒の思考・判断の過程やその結果として表

現されたものを質的・量的な面からよりよく評価す

るために設定した尺度。「判断の要素」の「おおむね

満足できる」状況（Ｂ状況）を具体的に示したもの 

【予想される児童生徒の表現例】 

 思考や判断の結果として表現された内容のうち

「おおむね満足できる」状況（Ｂ状況）と判断される

表現例を明記したもの 
【補充指導】 

「努力を要する」状況（Ｃ状況）と判断した児童生

徒に対して，「おおむね満足できる」状況（Ｂ状況）

へと導くために，考え方や具体例等を示す指導 

【深化指導】 

「おおむね満足できる」状況（Ｂ状況）にある児童

生徒に対して，思考・判断の質的な深まりを促した

り，課題解決の多様な方法に気付かせたりして「十分

満足できる」状況（Ａ状況）へと導く指導 

 

評価規準「評価規準の作成，評価方法等の工夫改

善のための参考資料【中学校技術・家庭】」 

 幼児の心身の発達に応じた遊びや遊び道具，遊

び方について考え，工夫している。 

  本時の評価規準 

 幼児の心身の発達を踏まえた遊びの内容と発達に 
ア

                   
イ 

応じた遊び道具や遊び方を考え，説明することがで 

きる。 

  「判断の要素」 

ア 幼児の心身の発達と遊びに関する記述 

イ 幼児の年齢に応じた遊び道具の製作や遊び方に 

関する記述 

判断基準 B 

ア 幼児の発達年齢と遊び（人との関わり方も含

む）の関係について具体例が述べられている。 

イ 牛乳パックを用いて，幼児の年齢に応じた遊 

び道具を製作し，遊び方について説明している。 

指導事項「中学校学習指導要領」 

技術・家庭科（家庭分野） Ａ(3)イ 

幼児の観察や遊び道具の製作などの活動を通し

て，幼児の遊びの意義について理解すること。 

予想される表現例 

 １歳児は感覚遊びが中心なので，牛乳 

パックをたたきながら音や感触を楽しむ 

遊びがよいと考えました。 

 だから，感覚遊びを一人ですると考え， 

牛乳パックにゴムを付けてはじいたいり， 

牛乳パックそのものをたたいたりして音  

を出して遊べる道具を作りました。 

判断基準 
B のア 
 

判断基準 
B のイ 
 

図１ 「判断基準」の導き方 
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材料を活用することで，幼児の年齢に応 

じた遊び道具や遊び方を比較しやすくな 

り，より効果的であった。予想される表 

現として製作した遊び道具は，本時のね 

らいを理解させる上でも効果的で，生徒 

の活動が活発になった。 

図３は思考の流れに沿うよう工夫した 

  ワークシートと指導上の留意点である。 

(4) 既習事項の振り返り 

基礎的・基本的な知識及び技術を適切 

  に活用させ，思考を深めたり，多面的に 

思考させたりするために，教師は習得さ 

せるべき事項を明確にするとともに，フ 

ラッシュカード等を用いるなどして，確 

実に習得させておく必要がある。また， 

導入においては，活用する知識や既習の 

学習において思考した内容等を十分に振 

り返らせるとより効果的である。 

 (5) 補充指導 

 課題解決につなげるための既習事項

に気付くことができない生徒に対して

は，次のような補充指導を行った。 

 

 

 

 

  

 

 

図３の２－（１）の場面で，５歳児の社会性や
遊びの発達の特徴について，知識としては習得し

ているが，活用すべき知識として理解できていな
い生徒の場合 
例：３歳児は，「友達と協力して，模倣遊び」を 

するという特徴を知識として習得しているが， 
十分な理解となっていないので，遊び道具の製 
作や遊び方の工夫を考えることができない。 

 
幼児との触れ合い体験での記録を示し，

幼児の興味・関心等実際に触れ合ったり，観
察したりした際の様子を想起させ，特徴を
明確に理解できるよう助言する。 

図２ １歳児を想定した遊び道具の例 

 １歳児の，「感覚
遊び」，「一人で遊
ぶ」という特徴を
踏まえて，ゴムを
弾いたり，牛乳パ
ックそのものを叩
いたりして音を出
す遊び方を表現す
ると想定し，教師
が製作した遊び道
具。 
 補充指導におい
ても活用すること
ができる。 

輪
ゴ
ム
（
弾
く
遊
び
を
想
定
） 

図３ ワークシートと指導上の留意点 

１  
 幼児の発達年齢による
特徴を比較しやすいよう
に工夫した，自作のＶＴ
Ｒを用いて２歳児と５歳
児が遊ぶ様子を視聴させ
る。その際，遊び道具や
遊び方の違いに気付かせ
るための助言を与える。 

２−（１） 

 既習事項や幼児の観察

の記録を踏まえ，人との

関わり方や遊びの特徴を

明確にさせる。 

【「判断基準」に基づ
く評価の場面】 
 
２−（２） 
 幼児の特徴を踏ま
え，遊び道具や遊び
方，遊ばせ方につい
て考えさせる。その
際，幼児との触れ合
い活動における記録
を基に運動機能や言
語，情緒，社会性等
に基づき考えられる
よう助言する。  

個人で考えさせた 
後，班で検討し，協
働して課題に取り組
ませ，その結果を記
述させ，「判断基準」
を基に評価する。 

３ 
 幼児との関わり方
について，自分の生
活における学習内容
の生かし方を記入さ
せ，意欲化を図る。 
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(6) 深化指導 

   「十分満足できる」状況（Ａ状況）と 

  判断される生徒の基準は，次のように設 

    定した。 

深化指導として，幼児が遊びを工夫し， 

  発展させていく様子に気付かせるための 

  自作のプレゼンテーションを活用した。 

その結果，判断基準Ｂに達している生徒 

の中には，更に思考を深めることができ 

た生徒もいた。図４は，生徒が製作した 

遊び道具と表現した内容である。深化指 

導に加え，協働して課題追究に取り組む 

場を設定したことも思考の深まりにつな 

がったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 課題設定の工夫 

   幼児と触れ合う活動は，学習のまとめ 

  として行うことが多いが，指導計画を工 

夫し，本時では，触れ合い活動において 

関わったり観察したりした学習を基に， 

幼児の年齢に適した遊び道具の製作と遊 

び方の工夫について考えさせている。生 

徒は，幼児の心身の発達に応じた遊び道 

具の製作活動に先立ち，実態をよく捉え 

ており，解決への意欲を高めやすかった。 

課題の設定に当たっては，主体的に取 

  り組ませる過程が重要となるため，解決 

  の必然性があることや，意欲を高める課 

  題であることが望ましい。また，単元や 

  題材の評価規準に示した内容と課題との 

  整合性にも留意しなければならない。 

 

 本実践のように，課題解決を目指して思考・

判断・表現する学習活動を効果的に位置付け

ることで，「生活の課題と実践」や「ホームプ

ロジェクト」等の問題解決的な学習の充実が

図られることが期待できる。 

また，「おおむね満足できる」状況（Ｂ状況） 

と判断される典型的な表現の例と，判断が難

しかった表現の例等を保管しておき，研究会

等で検討したり，「判断基準」を活用した共同

研究等が活発になされたりすることを通して，

その妥当性を向上させ，ひいては「判断基準」

の活用が継続的な授業改善につながることを

期待したい。 
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判断基準Ｂに加えて 
○ 幼児に関わる際の配慮事項についても触れ  

られている。 
○ 幼児は，遊びながらその内容を工夫し，発 
   展させていくことについても説明している。 

例：色紙で果物や花を作った後，それを使っ 
てお店屋さんごっこに展開していく。など 

 

幼児に関わる際の配慮事項についても触
れ，創意工夫した結果を自分の言葉で表現し
ている。 

図４ Ａ状況と判断される生徒の製作物とワーク

シートの記入例  

【製作した遊び道具】 

 

 

 

 
【生徒の表現】 

 ５歳児は，ルールを決めて大勢で遊ぶことがで

きるので，的当てを作りました。当てる場所に印

を付けて，倒れやすいように工夫しました。倒し

た数で，仲間と競えるようにすると視覚的に理解

しやすくなると考えました。また，うまくいかな

い子供には，遊びが継続するように私たちが補助

しながら遊ばせます。 

当
て
る
場
所 


